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進捗報告報告書（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ：   2022 年 10 ⽉ 5 ⽇ 
● 事 業 名 ： こども⾷堂等⽀援事業  
● 資⾦分配団体 ： ⼀般社団法⼈ 全国⾷⽀援活動協⼒会 
● 実 ⾏ 団 体 ： 社会福祉法⼈ 那覇市社会福祉協議会 
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成
時期 

現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

 

0101 ⼦どもたちや
居場所にとってプラ
スになる⽀援のネッ
トワークがある（那
覇社協として連携し
ている） 

ネットワークの数
と連携内容 

①⽀援機関を集めた円
卓会議の開催や⽀援マ
ッチング数が増えてい
る 
 
②30 以上の企業団体個
⼈による継続的な⽀援
や内容が拡充している 

2022
年 度
末 
 

① 22 年度＝中間⽀援関係者・意⾒交換会への参加４
回（県⼦どもの居場所⽀援ネットワークの事業推
進検討会に委員で参加、県や中間⽀援団体が集う
意⾒交換会の開催参加 3 回、こどものみらい応援
プロジェクトネットワーク会議への委員参加）、経
済団体による地域貢献を考えるプロジェクト会議
への参加 1 回 

・21 年度＝円卓会議 1 回開催（別に、県が同様メンバ
ーで 1 回開催。今後、移⾏を検討） 
 
②継続的な連携や⽀援 計 35 件 
●連携ネットワーク＝６ネットワーク 

１ 
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①なは⼦どもの居場所ネットワーク、②第 1 回こども
のみらい応援プロジェクトネットワーク会議（那覇市
の⼦ども貧困のネットワーク会議）、③県⼦どもの居
場所ネットワーク、④同⽀援検討会議の委員、⑤九州
沖縄こども⾷堂 ONETEAM ネットワーク、⑥全国ロ
ジハブシステム 
●⽇常的に連携する公共団体・経済団体・NPO・市⺠
団体＝19 件 
①那覇市ボランティア市⺠活動センター、②那覇市⺟
⼦⽗⼦寡婦福祉会、③那覇市（保護管理課ほか）、④な
は市⺠活動⽀援センター、⑤沖縄県（⼦ども未来政策
課ほか）、⑥沖縄県社協社会福祉協議会（南部地域社協
連絡会、⽷満社協など）、⑦沖縄こども未来ランチサポ
ート、⑧⼤学コンソーシアム沖縄、⑨沖縄⼤学、⑩琉
球⼤学、⑪那覇⻘年会議所、⑫那覇市商⼯会議所⻘年
部、⑬北那覇法⼈会、⑭那覇倫理法⼈会、⑮セカンド
ハーベスト沖縄、⑯⼥性を元気にする会、⑰共育ステ
ーションつむぎ、⑱困窮者⽀援ネットワーク、⑲特定
⾮営利活動法⼈ JADE-緊急開発⽀援機構 
 
●定期寄贈のプロジェクト＝17件 
①吉野家、②KFC、③粉ミルク提供プロジェクト、④
上間弁当天ぷら、⑤⽷満市漁協、⑥サニー沖縄（野菜）、
⑦⻘果組合（バナナ）、⑧安室養鶏場（⽣卵）、⑨コー
プ沖縄、⑩郵便局窓⼝フードドライブ、⑪アートマン
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計画事務所（空き家提供）、⑫那覇倫理法⼈会、⑬物産
企業連合、⑭沖縄ヤクルト、⑮沖縄⾷料、⑯アサヒオ
リオン飲料、⑰ダイドードリンコ沖縄 
 

0102「こども⾷堂等
居場所」を⽀える⽀
援（ヒト・モノ・カ
ネ・企業・学⽣等）
が集まり、必要なと
ころへ届く仕組みが
ある 

①こども⾷堂に渡
った物資の量や提
供回数 
②年間の⽀援企業
の数と内容 
⇒定期的な寄贈企
業、密な連携企業
の数・事例 

➀②前年度⽐で増えて
いる 
②３年事業終了後も連
携継続してくれる企業
が 10 社以上ある 
 

2022
年 度
末 
 

① ②物資⽀援（受け⼊れ件数・定期寄贈含まず）19
年度=138件、20年度＝179 件、21 年度＝208件、
22 年度上半期＝126件 

 
●取り扱い⾷品群＝冷蔵、冷凍、常温の 3温度帯⾷品、
⾁（調味料、飲料、菓⼦、⽶、乾麺、⽸詰、冷凍海鮮、
野菜、乳製品、⽣卵、インスタント⾷品など） 
 
●⼦どもの居場所・困窮世帯等⽀援事業（⽬的別寄付）
への寄付 21 年度＝、22 年度上半期＝ 
 
●那覇市による⼦どもの居場所対象の助成事業での
連携 
 
●物資提供居場所数 21 年度＝114団体 700回超（う
ち那覇の居場所 38 団体、残りは市内の⼩学校、市外
の居場所・⾷料⽀援団体・社協など） 
22 年度上半期＝提供回数は 288件（9割 5分は那覇市
内の居場所） 
 
●相談件数＝22 年度上半期 140件（浦崎のみ／寄贈・

１ 
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連携コーディネート 49 件、居場所・中間⽀援との相
談調整＝47 件、⾏政との調整・意⾒交換＝14 件、視
察受け⼊れや県外ネットワークとの調整＝21 件、発
表・登壇など＝9 件） 
 
・21 年度 295 件（浦崎のみ／寄贈・連携コーディネー
ト 125 件、居場所・中間⽀援との相談調整＝98件、⾏
政との調整・意⾒交換＝31 件、視察受け⼊れや県外ネ
ットワークとの調整＝41 件） 

0103 こども⾷堂を
運営したいという⼈
が増える（あるいは
⼀定数維持される） 

①新しく⽴ち上が
った居場所数 
 

前年度⽐で増えている
状態 
 

2022
年 3
⽉ 
 

登録居場所数 2020年 3⽉：33 か所 
⇒22 年 9⽉：52 か所（休⽌中７か所） 

 
●開設⽀援実績：21 年度＝新規開設７団体、22 年度
上半期＝５団体（継続中の⽴ち上げ相談は５件ほど：
⽷対応） 

２ 

0201 ⼦どもが居場
所に繋がれる環境が
ある（広報発信、連
携関係づくり、スキ
ルアップ）  

①⼦どもの居場所
を利⽤しているこ
どもの延べ⼈数 
②なは居場所マッ
プの活⽤⽅法（配
布先・活⽤事例・複
数選択） 

前年⽐増となっている 
 

2022
年 3
⽉ 
 

①延べ利⽤⼈数＝19 年度：約 6 万 5千⼈、20年度：
約 2万 5千⼈、21 年度：約５万 9千⼈、22 年度；年
度集計のため未集計（弁当⽀援含む） 
②市広報誌で居場所特集を掲載。 
（⽷が）⼦どもの居場所マップ（年 2 回更新）やGoogle
マイマップで発信。マップは地域別に掲⽰でき、学校
や児童館などへ掲⽰を依頼しているほか、⺠⽣委員や
貧困対策⽀援員、SSWなどへの提供・活⽤してもらっ
ている。 

２ 
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0202 ⼦どもの居場
所や那覇社協が多様
な活動に取り組み、
⼦どもに役⽴つ体験
を提供している 

①多様な活動を定
性的に数える 
② ＋ α の 活 動 数
（実施数、内容） 
・他者との関係を
築くことができた
こどもの⼈数（と
その内容） 
 

①交流・会⾷があるこ
ども⾷堂の活動の増加
し、それ以外の活動の
種類や数も増えている 
②イベント企画などの
開催数 
 

2022
年 度
末 
 

① ②22 年 9⽉現在＝居場所数 52 か所（休⽌中 7か
所含む） 

●内訳(重複あり) 
ごはん＝44か所 
学習⽀援＝26か所 
遊び場＝20か所 
●特徴ある活動：弁当⽀援、飲⾷店型、イベント型、
駄菓⼦屋・映画の⽇、ハロウィン、⼦ども向け料理教
室、ママ向け料理教室、ヨガ、宿泊遠⾜、⼝腔ケア教
室、個別⽀援（宅⾷、同⾏⽀援）、学習⽀援系（受験対
策、進路相談）など 
 
② 
●居場所意⾒交換会・連絡会：３回開催 
●研修会：22 年度上半期＝４回 
１）⾷品衛⽣管理研修（弁当⽀援）1 回 
２）⼦どもの居場所保険 説明会セミナー1 回 
３）特性のある⼦とのかかわり⽅２回 
●イベント 
・⼦どもの居場所シンポジウム（5⽉ 28⽇） 

会場参加 36⼈ ZOOM 参加 52 ⼈  合計 88⼈ 
・⼦どもの居場所フェスタ（5⽉ 29 ⽇） 
【来場者】10以上の市町村から 109 ⼈ 
【出演】エイサー7団体 
【出店】⼦どもの居場所こばんち,⼀般社団法⼈ 3ピー

２ 
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ス 58，⼭下珈琲店，くじら寺⼩屋，KBC 学園，にじ
の森⽂庫，那覇市社協，FEC，ネパール⼈献⾎者協会 
【ボランティア】 約 15 ⼈ 

＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  1.達成の⾒込み   
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
☐変更なし ☐短期アウトカムの内容 þ短期アウトカムの表現  þ短期アウトカムの指標 þアウトカムの⽬標値 
 

3. (任意）活動に関する報告 
3 年⽬となり、認知度がさらに向上し、さまざまな連携の提案や中間⽀援団体として登壇・発表、委員会などへ参加すること増えてきてい
る。⾏政や関係機関だけでなく、福祉分野以外の団体なども巻き込む仕掛けづくりなど、⼤きな仕掛けや環境作りにも着⼿できるようにな
ってきた。 

 
③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 
☐⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
þ報告書に表⽰している þイベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 

 
2. 広報 

１メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
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・4 ⽉ 「社協、沖縄⼤学パートナーシップ協定」 福祉新聞、沖縄タイムス、琉球新報 
・5 ⽉ ⼦どもの居場所シンポ 告知記事 琉球新報、沖縄タイムス 
・6⽉ 3 ⽇ 知事キャラバン「⼦どもの居場所意⾒交換会」（居場所コーディネート、参加） 
・6⽉ うないの会 ⾷材寄贈 沖縄タイムス、琉球新報 
・7⽉ ⽇本KFCの店舗（従業員）向け広報誌への掲載（下記・添付資料） 
・7⽉ 18⽇ 郵便局にフードボックス（下記・添付資料） 
・7⽉ 22 ⽇ ⽇経新聞「⼦ども⾷堂 ６０００か所に」 
・8⽉ 太陽⾷堂 オープン （下記・添付資料） 
・8⽉ 23 ⽇ 琉球新報 「⾃称こども⾷堂運営者による未成年への飲酒・逮捕」の記事でコメント 
・FM那覇で毎⽉ 1回第３⽔曜⽇に 1 時間、社協で発信。YouTubeやツイキャスあり 
 
２広報制作物等 
・⽷ 5周年記念動画（居場所の現状、居場所活動の紹介） 
 https://www.youtube.com/watch?v=S3Df68QiNzg&t=1s 
・那覇市広報紙「なは市⺠の友」８⽉号で⼦どもの居場所特集 
 https://www.city.naha.okinawa.jp/admin/pr/kouhousi/0408.html 
 
３報告書等 
・フェスタ報告書 
 
４イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
・⼦どもの居場所シンポジウム（5⽉ 28⽇） 
・⼦どもの居場所フェスタ（5⽉ 29 ⽇） 
・（再掲）6 ⽉ 3 ⽇ 知事キャラバン「⼦どもの居場所意⾒交換会」（居場所コーディネート、参加） 
・6 ⽉ 9 ⽇ JANPIA  ラウンドテーブル 
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・7 ⽉ 5 ⽇ 沖縄⼤学 寄付講座「ボランティアの⼼得」 学⽣ 90⼈ 
・7 ⽉ 15 ⽇ 琉球⼤学 寄付講座「⼦どもの居場所とボランティアセンターを通じた地域づくり」２コマ ゼミ⽣計 30⼈ 
・8 ⽉ 3 ⽇ 那覇市⺠協働⼤学（市⺠⼤学） 「⼦どもの居場所と協働」 市⺠約 30⼈ 
 

 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
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